
核燃料物質が装着された機器等の輸入･販売等における原子炉等規制法上の
必要な手続き
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（注）核燃料物質を輸入･輸出する場合、原子炉等規制法以外に「外国為替及び外国貿易法」等
に基づき手続きが必要になりますので、ご留意下さい。

（１）核燃料物質が、
･天然ウラン、劣化ウラン：
300gを超えるもの
･トリウム：900ｇを超えるもの
･濃縮ウラン、プルトニウム：
すべて ※１
については、核燃料物質の
使用の許可が必要
（法第52条、施行令第39条）

（２）数量が※１の値以下の
ものは、原則、国際規制物資
の使用の許可が必要
（法第61条の3）

※２と同様

（１）核燃料物質が※
１の場合、販売する
者及び購入者は核
燃料物質の使用の
許可が必要（法第61
条第7号）

（２）数量が※１の値
以下の場合、販売す
る者又は購入者は
核燃料物質の使用
の許可が必要（法第
61条第8号）

輸入･輸出する者（注）は
核燃料物質の使用の許
可が必要（法第52条、第
61条第9号）

※２

（別添1）


